














の実地調査をおこない、その廟縁起を日本語翻訳し拙稿「明清期創建、台湾鄭成功廟縁起（前 後） 」 （ 『東洋大学大学院紀要第四十七、四十八号』 （二〇一一年三月 二〇一二年三月） ）及び「日本統治期創建、台湾鄭成功廟縁起（前） 」 （ 『東洋大学大学院紀要第五十二号』（二〇一四年三月） ）において紹介してきた。さらにこれらの後編に当たる「日本統治期創建、台湾鄭成功廟縁起 「光復期創建、台湾鄭成功廟縁起」を統括し 増補及び再整理したものを拙著 台湾・開台聖王鄭成功主神廟の研究』 （致良出版社、二〇一六年十月）に掲載し一つの完成とした。なお前記三篇の拙稿では明清期主神廟が四十三座、日本統治期が前編のみで十六座紹介した（そのうち、《２》宜蘭冬山龍安宮（国聖廟）と《６》南投国姓護国宮は拙著では明清期成立創建に改めた（ 《２》宜蘭冬山龍安宮（国聖廟） ・ （乾隆四十九（一七八四）年頃同地で奉祀が始まったカ） 、 《６》南投国



























 要約凡例（ 「明清期前後編」 「日本統治期」 「光復期」 「配神廟」に共通）
ア．要約における主資料は各廟の廟誌や廟内 碑等にまとめられた
縁起である。また縁起等がない廟は実地調査時の廟の責任者等の発言を要約として取り込んだ廟もある。
イ．鄭成功は各廟では「開台聖王」 「国姓爺」 、 「延平郡王」 、 「開山
































































































































































































































































































李三位王爺，現址為日治時期拓寬東門路及圓環時所遷建。依三位王爺之神像與姓氏判斷，池王爺黑臉長鬚， 「池」與「鄭」之泉州話同音，應為鄭成功；朱王爺紅臉長鬚，且「朱」是明朝皇帝之賜姓，應為鄭經；而李王爺白臉無鬚，鄭克𡒉之本姓亦恰為「李」 。府城聯境組織為清末時期府城城防工作之基本力量，共有八協境、六合境、八吉境、六興境、六和境、十八境、二十一境、四安境、三協境、七合境等。而大人廟為八協 之主廟。
　
右記事には大人廟は別名代天府と呼ばれていた。清朝康熙五十五
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した。台南延平郡王祠の主任委員はこの神像を好み、当廟に留め置き供奉したいと思いポアポエで占ったが神明の許可が得られなかった。本廟と口湖の廟とは交流があり、口湖の廟 関係者からこの一件を聞き、宮主は台南延平郡王祠にて神明が雲林におかえりいただき安座供奉させていただいてもかまわないかポアポエを こないお伺いを立てた。その願 を開台尊王神がお聞き入れくださり神尊をお迎えして祭祀することとなったそうである。 お民国一〇八（二〇一九）年八月の再調査の際にはこの神像は現在友人の花蓮の廟宇で奉祀することとなり、本廟では神像を新調してい そう ある。　
本廟の扁額「鄭成功廟」には台北護国延平宮（台北内湖延平宮／
台北市内湖区内湖路三段三四八巷六号）の題字が記される。台北護国延平宮との関係は本廟の法会を台北護国延平宮の宮主、 先生が取り仕切っていたことによる。ここに来 ばかり きは多くのことがわからなかったが、王先生は万事に精通しており、王先生に種々の事柄を依頼したの ある。　
また本廟と南投竹山沙東宮（南投県竹山鎮延平里集山路二段一一





















































年（明治二十八（一八九五）年より日本統治） ）に建 ら 今日まですでに百年近い悠久の歴史がある。宮内には關聖帝君、開台




































































































































































（一七三六年―一七九五年） 、毎年旧暦七月打猫（民雄の旧名）頂街で毎日午後になると冷ややかな風が吹き、鬼の泣き声がし住民等は恐れおの いた。しかし時々高さおよそ一丈、頭に角が生え、赤い甲冑を着 顔は青色で剥き出しの牙、口か
ら火を噴く大士が顕れると、冷ややかな風と鬼の泣き声は止まった。ゆえに町の人々は観音大士の霊験は孤魂を鎮圧すると信じられた。そして毎年、旧暦七月一日に紅緞で大士像を塗り、壇中に奉祀した。そして誦経し孤魂を済度する。これが「頂街大士爺会」である。　
大士爺廟は南座し北を向く。中央に「大士爺廟」があり、左配殿



































































ある。廟内現存の咸豊七（一八五七）三月、鄭朝蘭撰「重建二王廟碑記」によると、城 北六、七里のところに二王崙があり、先人がここに建廟をした。そして關聖帝君、隣 二王 供奉したため「二王」と名付けられた。關聖帝君の供奉は二王と深く繋がっている 、 は本 の基礎とも言え 。　
相良吉哉『台南州寺廟名鑑』



































































































Abstract “The History of Taiwan Koxinga’s Shushin 
temple addendum and Haishin Temple”
OMATA, Kikuo 
Abstract：
Until today, I’m stilling research about those temples which praying on Zheng Cheng 
Gong on Shushin and filed surveys in Taiwan since 2002. The history of temples established 
are translated into Japanese language and introduced on my research paper “The Origin of 
Koxinga’s Temples in Taiwan (1-2) - Established in Ming-Ching Dynasty (Earlier and Later 
Period)” (“Toyo University Graduate School Periodical No 47 and 48”) March 2011 and 
March 2012. “The origin of Koxinga’s Temples in Taiwan (3): Established during the reign 
of Japanese (Earlier Period)” (“Toyo University Graduate School Periodical No 52”) March 
2014. 
Except, I was incorporated research “The origin of Koxinga’s Temples in Taiwan: 
Established during the reign of Japanese (Later Period) and “The Restoration Period 
Established – Taiwan Zheng Cheng Gong temple history” to publish on my book named 
“Taiwan Kaitai Zhengwang - Zheng Cheng Gong Shushin temple research”.
After that time, I’m stilling research about Zheng Cheng Gong and find some new 
temples they are praying on Zheng Cheng Gong on Shushin.
This paper will introduce with six temples they are praying on Zheng Cheng Gong on 
Shushin (three temples were established on Ming-Ching Dynasty and three temples 
established on The Restoration Period.) Except Taiwan, Japan and China is also having one 
temple they praying on Zheng Cheng Gong on Shushin, I’ll introduce the two place too. 
Another ten or so temples, they are praying on Zheng Cheng Gong on Haishin, because the 
research was finished, I also have to publish on my research paper.
